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２０２２年度の主な改定と変更 
 
１．認定・審査の手順と方法（2021.12.21） 

項目 変更前 変更後 
2.1.1 大学評価・学位授与機構 大学改革支援・学位授与機構 

3.3 また、JABEEは、JABEEが認めた者
を審査団長の承諾を得てオブザーバ
ーとして審査団に同行させることが
できる。 

また、JABEEは、JABEEが認めた者を
審査団長及びJABEE対応責任者の承諾
を得てオブザーバーとして審査団に同
行させることができる。 

 
２．審査の手引き（2022.6.21） 

項目 変更前 変更後 
2.4 審査団や審査チーム内での議論の場

に限り、審査団長又は主審査員の要
請に応じて参考意見を述べることは
できるが、判定には関与できない。 

審査団や審査チーム内での議論の場に
限り、審査団長又は主審査員の了承を
得て発言することはできるが、判定に
は関与できない。 

2.6  以下の説明を追加： 
・教育機関内におけるインターネット
接続の便宜 

2.6 ・必要に応じて、教育機関内又はホ
テルで使用する専用のパソコン、プ
リンター、液晶プロジェクターなど 

・必要に応じて、教育機関内又はホテ
ルで使用する専用のパソコン、プリン
ター、液晶プロジェクターなどの借用 

4.2 認定基準は共通基準と個別基準に分
かれて定められているが、審査の実
務に関わる書類や書式については必
要事項を組み合わせたものが認定種
別ごとに用意されている。 

認定基準は共通基準と個別基準に分か
れて定められているが、審査の実務に
関わる書類や書式については基本的に
共通のものを使用する。ただし、必要
事項を組み合わせたものが認定種別ご
とに用意されている場合があるので注
意する。 

4.12 直近に実施された基準の全項目につ
いての審査（新規審査、前回の認定
継続審査、変更時審査） 

直近に実施された基準の全項目につい
ての審査（新規審査、前回の認定継続
審査） 

4.13 注1：例えば基準2の中の複数の点検
項目の判定結果のうち最下位の判定
結果がＤであった場合、基準2の点
検大項目の判定はＷとする。 

注1：例えば基準2の中の複数の点検項
目の判定結果のうち最下位の判定結果
がＤであった場合、基準2の点検大項
目の判定はＤとする。 

4.14 2019年度より、中間審査の審査項目
は～対応する部分についてのみ審査
を実施する。 

左記の文章を削除 

 
３．プログラム点検書・審査報告書（2022.6.21） 

 「基本事項」シートの前回審査の認定基準と実施年度への記入に関する注意書きを変更 
 「審査項目と前回審査の結果」シートから「2010年度～2015年度適用基準」の記載欄を

削除し、「2019年度～適用基準」の記載欄を追加 
 「審査結果と指摘事項」シートの「前回判定」欄に2019年度基準での判定結果を記載す

る列（2列）を追加 
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2018 年 2 月 1 日  

２０１９年度認定基準改定の趣旨と要点  

  

一般社団法人  日本技術者教育認定機構  

 

一般社団法人日本技術者教育認定機構 (JABEE)では、 2019 年度からの適用

を予定して認定基準及び認定・審査関連文書の改定作業を進めています。昨年

11 月には基準改定案についてのパブリックコメントを実施し、皆様からいただ

いた多数のご意見を改定基準作成の参考とさせていただきました。この場を借

りて厚く御礼申し上げます。  

このたび認定基準の改定版（共通基準及び基準 2.1 に対する個別基準）がま

とまりましたので公開いたします。なお、それ以外の個別基準につきましては、

本年 6 月頃の公開を予定しております。  

以下、 2012 年度改定基準から本改定基準への主な変更点と変更の趣旨につ

いてご説明いたします（以下で、「現基準」は 2012 年度改定基準、「新基準」

は 2019 年度改定基準を表します）。  

 

1 改定適用年度  

新基準は 2019 年度の認定・審査から適用いたします。  

 

2 現基準から新基準への移行  

現基準は 2018 年度の認定・審査まで適用します。新基準への移行に伴う

経過措置は実施しません。したがって、2018 年度以前の現基準を使用した認

定・審査の結果、2019 年度以降に中間審査又は再審査の時期が到来する場合

でも、新基準を適用した認定・審査を行います。  

これは、今回の改定は主に記述内容の整理・統合であり、新たに追加され

たものはないため、「技術者教育認定に関わる基本的枠組」(以降、「枠組」)4.2

にて定める『学士課程を対象とする認定の種別で 4 年度以内に、修士課程を

対象に含む認定の種別で 2 年度以内に文書を公開した場合には、必要に応じ

て経過措置をとる』に定める経過措置の必要性がないと判断したためです。  

 

3 改定の理由・目的：  

これまでの認定・審査について、基準各項目に対する審査結果の推移、

JABEE の認定審査関係委員会での議論・検討、およびプログラムや審査員へ

のアンケート結果等から、現基準に基づく認定・審査は審査項目が多いこと

でさまざまな悪影響が生じており、必ずしも望ましい状況とは言えないとの

認識に至りました。加えて、以下のような JABEE 以外での動向にも留意し

ました。  
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(1) JABEE の技術者教育認定に関する検討委員会「 JABEE の技術者教育

認定の在り方について」  

http:/ /www.jabee.org/outline/kento_mext/  

①  審査方法の在り方：大学機関別認証評価機関とも連携し、認証評価

の際の資料等を共有するなど、重複を回避する審査を行うことで受

審側の負担軽減を図る。  

②  審査体制の在り方： (前略 )ルールの変更点・審査の重要視点等の審

査の観点についての体系的な研修を構築することで、審査員の質的

向上を図る  

(2) 文部科学省「大学における工学系教育の在り方について（中間まとめ）」

http:/ /www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou/081/gaiyou/1387267.htm  

10．工学系教育改革の考え方の共有  

工学系教育改革を進める上で，関連する諸制度との関係も考慮する

必要がある。まず，JABEE における技術者教育プログラム認定等にお

いても，この工学系教育改革の趣旨を十分踏まえ，その認定基準等の

見直しを進めることを求めたい。  

(3) 大学改革支援・学位授与機構「平成 30 年度実施分高等専門学校機関別

認証評価自己評価実施要領」  

①  重点評価項目  観点 1-1-④  

「自己点検・評価や第三者評価等の結果を教育の質の改善・向上に

結びつけるような組織としての体制が整備され、機能しているか。」

の【留意点】：  

第三者評価等とは、機構が実施する機関別認証評価や、 JABEE

による JABEE プログラムの認定、機構が実施する特例適用専攻科

の認定等のほか、第三者評価でない、自己点検・評価の外部有識者

による検証を含み、外部者が検証・評価した結果等の全てを想定し

ており、そこで指摘された改善事項等への対応を事例として想定し

ている。  

②  基準 8 専攻科課程の教育活動の状況のうち、評価の視点 8-1、観点

①～⑥の【留意点】：  

本評価書 I(1)4.において、JABEE 認定プログラムについて記載

した場合は、その評価結果を利用できる。利用する場合は、当該結

果を根拠として本観点全体の判断を行うこととし、根拠理由欄に、

この結果を踏まえた根拠理由を記述すること。自己点検・評価結果

欄の各項目について、個別の記入は要しない。  

(4) 大学改革支援・学位授与機構「3 巡目の大学機関別認証評価のポイント

(検討案 )」  

http: / /www.niad.ac. jp/n_hyouka/daigaku/no6_1_1_daigaku3point_kentouan31.pdf  
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３．教育課程の評価  

他の第三者評価等 (JABEE や日本医学教育評価機構、薬学教育評価

機構等が実施する専門分野別評価や国立大学法人評価、公立大学法

人評価など )に係る資料や結果等の活用等、連携を明確化したこと  

 

以上の検討結果および外部からの意見等に基づき、「枠組」4.1 にて定め

る認定基準の基本方針により添うとともに、社会的・国際的により信頼さ

れる専門分野別認定を進め、かつ、高等教育機関の内部質保証に関する第

三者評価としてより適切に機能することを目的として、以下の 2 点に留意

し認定基準を改定いたしました。  

 「修了生のアウトカムズ保証を主眼とする教育の継続的改善システム

が機能していること」をより重視した審査とする (「枠組」4.1(2)関連 ) 

 教育機関および JABEE 双方の審査の負荷を軽減し審査の質の向上につ

なげる (「枠組」4.1(4)(5)(6)関連 ) 

 

また、認定基準改定に伴い、自己点検書への記載内容や審査方法を見直し、

基準改定確定後に関連文書の改定を順次進めます。  

 

4 改定の概要  

 認定の種別：変更なし。但し、高等教育機関や行政の動き等を踏まえ、

学士・修士一貫プログラム等への対応は別途検討してまいります。  

 認定分野：変更なし  

 認定基準改定方針：  

①  基準小項目を現行認定基準より大幅に削減する。  

②  基準大項目 (1～4)の枠組は変えない。  

③  基準 1：学習・教育到達目標に含めることを求めている知識・能力観

点 (a)～ (i)の大枠は変えない (文言の修正程度は必要に応じて行う )。  

④  基準 2：小項目の整理・統合を行う。特に、プログラム単位での仕組

みづくりや運営が難しいと思われる施設・設備等の教育環境や財源

確保に関する取り組みは、プログラムにその影響が及んでいる場合

には教育機関や部局等のより大きな教育単位での取り組みでも良い

こととする (機関別認証評価の際の自己点検への活用に留意 )。  

⑤  基準 3：小項目の整理・統合を行う。その際、学習・教育到達目標を

全ての履修生が達成していることをプログラムが確認していること、

および、そのことにより知識・能力観点 (a)～ (i)の具体的な内容を達

成していることをプログラムが説明できること、の 2 点を重視した

審査が行えるようにする（アウトカムズ評価の重視）。  

⑥  基準 4：小項目の整理・統合を行う。特に、継続的な教育改善の仕組
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みと運用に関しては、プログラムにその影響が及んでいる場合には

教育機関や部局等のより大きな教育単位での取り組みでも良いこと

とする。  

⑦  エンジニアリング系学士課程、エンジニアリング系修士課程、情報

専門系学士課程に対する個別基準 (必須事項 )：当該認定種別および認

定分野のプログラムとしての適切な学習・教育の量の確保は、共通

基準で十分審査可能と判断し、共通基準 2.1(1)に対する個別基準を

撤廃する。同様に、建築系学士修士課程における共通基準 2.1(1)に

対する個別基準から、学習・教育の量に関する記述を削除する（別

途公開予定の改定個別基準に反映）。  

 

以上  
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改定のねらい 認定基準の解説・審査の手引き等に盛り込むべき事項 パブリックコメント対応

・基準大項目は維持する。過度な詳細化を避けるため
に、基準小項目は.1で統一し、それより下位の階層は
作らない。

改定の目的：
「技術者教育認定に関わる基本的枠組」(以降、「枠
組」)4.1にて定める認定基準の基本方針により添うた
めの、基準項目の整理・統合。特に、以下の2点を重視
して改定する。
・「修了生のアウトカムズ保証を主眼とする教育の継
続的改善システムが機能していること」をより重視し
た審査へのシフト(「枠組」4.1(2)関連)
・審査の質向上につながる(教育機関、JABEE双方の)審
査の負荷軽減(「枠組」4.1(4)(5)(6)関連)

改定基準
前文 　この共通基準は、高等教育機関において技術者を育

成するための教育を行っているプログラムを認定する
ために定めるものである。認定を希望するプログラム
は、以下に示す基準1～4をすべて満たしていること
を、根拠となる資料等で説明しなければならない。な
お、ここでいう技術者とは、研究開発を含む広い意味
での技術の専門職に携わる者である。

前文 　この共通基準は、高等教育機関において技術者教育
を適切に設定・実施・評価・改善しているプログラム
を認定するために定めるものである。認定を希望する
プログラムは、以下に示す基準1～4をすべて満たして
いることを、根拠となる資料を用いる等により合理的
に説明しなければならない。

「技術者」の定義は「枠組」2.2(1)にて定義されてい
るため、基準から削除する。

1 学習・教育到達目標の設定と公開 1 学習・教育到達目標の設定と公開
1(1) プログラムが育成しようとする自立した技術者像が定

められていること。この技術者像は、プログラムの伝
統、資源及び修了生の活躍分野等が考慮されたもので
あり、社会の要求や学生の要望にも配慮されたもので
あること。さらに、その技術者像が広く学内外に公開
され、また、当該プログラムに関わる教員及び学生に
周知されていること。

1.1 【自立した技術者像の設定と公開・周知】
プログラムは、育成しようとする自立した技術者像を
公開し、プログラムに関わる教員及び学生に周知して
いること。この技術者像は、技術者に対する社会の要
求や学生の要望に配慮の上、プログラムの伝統、資
源、及び修了生の活躍が想定される分野等を考慮して
定められていること。

・「公開」の定義：学内外にかかわらずに当該情報にアク
セス可能な状況を維持していること(学内のみへの情報開
示は「公開」とは言わない)。公開の程度や容易性は審査
対象となる。
・「プログラムの関係する学生」の定義：履修生(プログ
ラムに所属する(確定前を含む)学生)の他に、入学・編入
を検討している学生を含む。

1(2) プログラムが育成しようとする自立した技術者像に照
らして、プログラム修了時点の修了生が確実に身につ
けておくべき知識・能力として学習・教育到達目標が
設定されていること。この学習・教育到達目標は、下
記の(a)～(i)の各内容を具体化したものであり、か
つ、その水準も含めて設定されていること。さらに、
この学習・教育到達目標が広く学内外に公開され、ま
た、当該プログラムに関わる教員及び学生に周知され
ていること。なお、学習・教育到達目標を設定する際
には、(a)～(i)に関して個別基準に定める事項が考慮
されていること。
(a)地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素
養
(b)技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者
が社会に対して負っている責任に関する理解
(c)数学及び自然科学に関する知識とそれらを応用する
能力
(d)当該分野において必要とされる専門的知識とそれら
を応用する能力
(e)種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を
解決するためのデザイン能力
(f)論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニ
ケーション能力
(g)自主的、継続的に学習する能力
(h)与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめ
る能力
(i)チームで仕事をするための能力

1.2 【学習・教育到達目標の設定と公開・周知】
プログラムは、プログラム修了生全員がプログラム修
了時に確実に身につけておくべき知識・能力として学
習・教育到達目標を定め、公開し、かつ、プログラム
に関わる教員及び学生に周知していること。この学
習・教育到達目標は、自立した技術者像(認定基準1.1)
への標となっており、下記の知識・能力観点(a)～(i)
を水準を含めて具体化したものを含み、かつ、これら
知識・能力観点に関して個別基準に定める事項が考慮
されていること。
(a)地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素
養
(b)技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技術者
の社会に対する貢献と責任に関する理解
(c)数学、自然科学及び情報技術に関する知識とそれら
を応用する能力
(d)当該分野において必要とされる専門的知識とそれら
を応用する能力
(e)種々の科学、技術及び情報を活用して社会の要求を
解決するためのデザイン能力
(f)論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニ
ケーション能力
(g)自主的、継続的に学習する能力
(h)与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめ
る能力
(i)チームで仕事をするための能力

・水準を含めて具体化したものを学習・教育到達目標
に含めるべき(a)-(i)の呼称を「知識・能力観点」(水
準を含まない表現なので)とする。
・いわゆるIT技術を活用することは、内容に違いがあ
れどもいずれの分野でも求められていることに鑑み、
(c )に「情報技術」を追加。
・社会に対して技術者は責任を負うだけでなく積極的
な貢献が求められていることに鑑み、(b)に「貢献」を
追加。

・「周知」の定義：対象者に広く知らせること。知れ渡っ
ているかどうかの点検の有無やその点検結果は審査対象と
なる。
・「三つの方針」が定義されている教育単位とプログラム
が一致する場合(例：学科＝プログラム)、学習・教育到達
目標はディプロマ・ポリシーと一致していることが望まし
いが、ディプロマ・ポリシーをより具体的にしたもので
あっても良い。
・(c)でいう「情報技術」の定義：数学、自然科学と並
び、当該分野における専門的知識や応用能力の基盤となる
もの。
・(b)に含まれる法令遵守、技術者倫理などに関する「理
解」の意味：知識だけでなく、どう行動すべきかを正しく
認識していること。そのような場面に遭遇した場合に必ず
そのような行動をとるかどうかは含まない。

(意見)
小項目1.1と1.2の内容を踏まえると、基準1の表題は「自
立した技術者像及び学習・教育到達目標の設定と公開・周
知」がより適当ではないか。
(対応)
1.1は1.2の前提であること、これに伴い、審査にあたって
は1.2に重きを置くことになることが予想されることを
「認定基準の解説」に記す。

日本技術者教育認定機構 認定基準（2019年度適用）

2012基準

現基準（2012年度～2018年度） 改定基準（2019年度～）

1 
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改定のねらい 認定基準の解説・審査の手引き等に盛り込むべき事項 パブリックコメント対応

日本技術者教育認定機構 認定基準（2019年度適用）

現基準（2012年度～2018年度） 改定基準（2019年度～）

2 教育手段 2 教育手段
2.1 教育課程の設計
2.1(1) 学生がプログラムの学習・教育到達目標を達成できる

ように、教育課程（カリキュラム）が設計され、当該
プログラムに関わる教員及び学生に開示されているこ
と。また、カリキュラムでは、各科目とプログラムの
学習・教育到達目標との対応関係が明確に示されてい
ること。なお、標準修了年限及び教育内容について
は、個別基準に定める事項を満たすこと。

2.1(2) カリキュラムの設計に基づいて、科目の授業計画書
（シラバス）が作成され、当該プログラムに関わる教
員及び学生に開示されていること。シラバスでは、そ
れぞれの科目ごとに、カリキュラム中での位置付けが
明らかにされ、その科目の教育内容・方法、到達目
標、成績の評価方法・評価基準が示されていること。
また、シラバスあるいはその関連文書によって、授業
時間が示されていること。

2.2 学習・教育の実施
2.2(1) シラバスに基づいて教育が行われていること。
2.2(2) 学生の主体的な学習を促し、十分な自己学習時間を確

保するための取り組みが行われていること。

2.2(3) 学生自身にもプログラムの学習・教育到達目標に対す
る自分自身の達成状況を継続的に点検させ、それを学
習に反映させていること。

2.3 教育組織
2.3(1) カリキュラムを適切な教育方法によって展開し、教育

成果をあげる能力をもった十分な数の教員と教育支援
体制が存在していること。

2.3(2) カリキュラムに設定された科目間の連携を密にし、教
育効果を上げ、改善するための教員間連絡ネットワー
ク組織があり、それに基づく活動が行われているこ
と。

2.3(3) 教員の質的向上を図る取り組み（ファカルティ・ディ
ベロップメント）を推進する仕組みがあり、当該プロ
グラムに関わる教員に開示されていること。また、そ
れに従った活動が行われていること。

2.3(4) 教員の教育活動を評価する仕組みがあり、当該プログ
ラムに関わる教員に開示されていること。また、それ
に従って教育改善に資する活動が行われていること。

2.1

(意見)
「教育支援体制」には教育を支援する事務組織とその職員
を含むことを明記してほしい。
(対応)
基準に「事務組織」を明記し、必須事項とすると対応に苦
慮するプログラムが出る可能性がある。「教育支援体制」
の定義(教員、職員、TA、ボランティア、外部機関等々)を
「解説」に記す。

2.2

2.3

「主体的な学習を履修生に促す取り組み」とは、CAP制に
よる科目ごとの十分な学習時間の確保、事前学習・事後学
習に対するシラバス等への記述を通じた教育方法改善の教
員への機会提供、学習・教育到達目標に対する自身の達成
度の振り返りの履修生への機会提供、授業アンケート等に
よる実状把握などの仕組みを保有し、運用していることを
意図している。(履修生がどの科目でどの程度学習時間を
確保しているか、などのbean countingは求めない)

(意見)
・「認定基準の解説・審査の手引き等に盛り込むべき事
項」の記載内容が理解できない
・「自己学習時間」から「主体的な学習」に変わり、具体
的でなくなった。どう点検すればいいか不明。
(対応)
・「教員への教育方法の改善」を「教育方法改善の教員へ
の機会提供」に修正する。
・「学習・教育の実施状況を学生個々にかつ定量的に点検
しているかどうかより、主体的な学びへの誘導がなされて
いるか、に重点を置くよう改める。」を「認定基準の解
説」に記載する。
・「主体的」を狭く捉えないように「解説」執筆の際に留
意する。

【教員団、教育支援体制の整備と教育の実施】
プログラムは、上記2.1項、2.2項で定めたカリキュラ
ムに基づく教育を適切に実施するための教員団及び教
育支援体制を整備していること。この教育支援体制に
は、科目間の連携を図ってカリキュラムに基づく教育
を円滑に実施する仕組み、及び、教員の教育に関する
活動を評価した上で質的向上を図る仕組みを含むこ
と。加えて、プログラムは関係する教員にその体制を
開示していること。なお、教員団及び教育支援体制に
関する勘案事項を必要に応じて個別基準で定める。

教育組織・体制に柔軟性を認めつつ、組織的かつ安定
して教育が行われているか、に重点を置くよう改め
る。

カリキュラムが学習・教育到達目標を達成するために定め
られていることは2.2で審査対象となるため、2.3ではカリ
キュラムに基づく(柔軟性を認める)教育の適切な実施、及
び、教育支援体制の充実を問うている。

【カリキュラム・ポリシーに基づく教育課程、科目の
設計と開示】
プログラムは、公開されている教育課程編成・実施の
方針(カリキュラム・ポリシー)に基づく教育課程(カリ
キュラム)において、各学習・教育到達目標に関する達
成度評価の方法及び基準、ならびに、科目ごとの学
習・教育到達目標との対応、学習・教育内容、到達目
標、評価方法、及び評価基準、を定め、授業計画書(シ
ラバス)等によりプログラムに関わる教員及び学生に開
示していること。なお、教育内容に関する必須事項
を、必要に応じて個別基準で定める。

カリキュラムの設計と、必要事項のシラバス等による
開示が審査時に同じ重みを持つことを改める。(カリ
キュラムの設計が適切であることが審査においてまず
重きを置いて点検すべきことであり、その具現化とし
てのシラバス等への記載や開示の適切さについては、
もし一部が不十分であっても速やかに改善可能である
ことを審査時に考慮する)

・カリキュラム・ポリシーが公開されていることが大前
提。(プログラムが「三つの方針」策定単位であれば、公
開は機関認証評価の対象)
・シラバス「等」の定義：シラバスを補完する性質を有す
る紙・電子媒体による文書。シラバスと一体となって開示
されていることが期待される。
・開示の定義：対象者が印刷物または電子ファイルに記載
された文書に閲覧可能な状況にしておくこと。対象者が実
際に閲覧したかどうかは問わない。閲覧の容易性にについ
ては審査対象となる。
・審査の重点が「学生が学習・教育到達目標を達成できる
カリキュラムや内容・評価基準をプログラムが適切に設計
しているか」にあることを記載する。

(意見)
・カリキュラム・ポリシーの日本語表記は、文科省（中教
審）が使用しているものと合わせるべき。
・カリキュラムの設計と、必要事項のシラバス等による開
示との重みづけが不明。
(対応)
・カリキュラム・ポリシーの日本語表記を中教審定義に合
わせる。
・左記の「改定のねらい」に記載した内容を「認定基準の
解説」に明記する。

【シラバスに基づく教育の実施と主体的な学習の促
進】
プログラムは、シラバス等に基づいて教育を実施し、
カリキュラムを運営していること。カリキュラムの運
営にあたり、プログラムは、履修生に対して学習・教
育到達目標に対する自身の達成度を継続的に点検・反
映することを含む、主体的な学習を促す取り組みを実
施していること。

学習・教育の実施状況を学生個々にかつ定量的に点検
しているかどうかより、主体的な学びへの誘導がなさ
れているか、に重点を置くよう改める。
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改定のねらい 認定基準の解説・審査の手引き等に盛り込むべき事項 パブリックコメント対応

日本技術者教育認定機構 認定基準（2019年度適用）

現基準（2012年度～2018年度） 改定基準（2019年度～）

2.4 入学、学生受け入れ及び異動の方法
2.4(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成できるように

設計されたカリキュラムの履修に必要な資質を持った
学生を入学させるための具体的な方法が定められ、学
内外に開示されていること。また、それに従って選抜
が行われていること。

2.4(2) プログラム履修生を共通教育等の後に決める場合に
は、その具体的方法が定められ、当該プログラムに関
わる教員及び学生に開示されていること。また、それ
に従って履修生の決定が行われていること。

2.4(3) 学生をプログラム履修生として学外から編入させる場
合には、その具体的な方法が定められ、学内外に開示
されていること。また、それに従って履修生の編入が
行われていること。

2.4(4) 学内の他のプログラムとの間の履修生の異動を認める
場合には、その具体的方法が定められ、関係する教員
及び学生に開示されていること。また、それに従って
履修生の異動が行われていること。

2.5 教育環境・学生支援
2.5(1) プログラムの学習・教育到達目標を達成するために必

要な教室、実験室、演習室、図書室、情報関連設備、
自習・休憩施設及び食堂等の施設、設備が整備されて
おり、それらを維持・運用・更新するために必要な財
源確保への取り組みが行われていること。

2.5(2) 教育環境及び学習支援に関して、授業等での学生の理
解を助け、学生の勉学意欲を増進し、学生の要望にも
配慮する仕組みがあり、それが当該プログラムに関わ
る教員、職員及び学生に開示されていること。また、
それに従った活動が行われていること。

3 学習・教育到達目標の達成 3 学習・教育到達目標の達成
3(1) シラバスに定められた評価方法と評価基準に従って、

科目ごとの到達目標に対する達成度が評価されている
こと。

3(2) 学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関して、
その評価方法が定められ、それに従って単位認定が行
われていること。編入生等が編入前に取得した単位に
関しても、その評価方法が定められ、それに従って単
位認定が行われていること。

3(3) プログラムの各学習・教育到達目標に対する達成度を
総合的に評価する方法と評価基準が定められ、それに
従って評価が行われていること。

3(4) 修了生全員がプログラムのすべての学習・教育到達目
標を達成していること。

3(5) 修了生がプログラムの学習・教育到達目標を達成する
ことにより、基準1(2)の(a)～(i)の内容を身につけて
いること。

3.2 【知識・能力観点から見た修了生の到達度点検】
プログラムは、学習・教育到達目標を達成した全修了
生が学習・教育到達目標に含めた知識・能力観点(a)～
(i)の内容を獲得していることを、点検・確認している
こと。

基準1.2において、プログラムは、知識・能力観点(a)～
(i)を水準も含めて具体化した内容を学習・教育到達目標
に含めることが求められている。基準3.1で点検・確認し
た学習・教育到達目標の達成を通じて、当該目標に含まれ
る知識・能力観点(a)～(i)も漏れなく達成していることを
点検・確認しているかを審査対象とする。点検・確認結果
の修了生への開示は求めていない。

(意見)
本項目の解釈が審査員により異なる懸念がある。
(対応)
本項目の意図が何で、何を実作業として求めているのかを
解説に書く。

3.1

2.5

2.4 【アドミッション・ポリシーとそれに基づく学生の受
け入れ】
プログラムは、カリキュラムに基づく教育に必要な資
質を持った学生をプログラムに受け入れるために定め
た受け入れ方針(アドミッション・ポリシー)を公開
し、かつ、同方針に基づいて学生を受け入れているこ
と。

学生の受け入れ・異動に関する基準を一つにまとめ
る。

・リメディアル教育(development education)の必要性確
認や実施などの取り組みを含む。
・履修生の異動がある場合、その状況をプログラムが把
握・認識し、プログラムの点検・改善に役立てているか。
(基準4.1)

(意見)
受け入れ、異動等が具体的でなくなったので疑問点が多
い。
(対応)
・「受け入れ」の定義(入学、編入学、転入学)を「解説」
に記す。また、入学後のコース選択によりプログラム履修
生としての身分が確定する場合でも、入学時点で「受け入
れ」ており、プログラム履修生となっていることを注記す
る。
・学生の出入り、就学延長等全てを把握し、プログラムの
内容・水準が学生にあっているかどうか、が趣旨」を解説
に。「転入」→「転入学」。「編入」→「編入学」。転入
学と編入学・登録の定義を明示。
・学科とプログラムのアドミッション・ポリシーを分けて
おく必要がある。プログラム登録方法別に公開すべき「ア
ドミッション・ポリシー」とは何かを分類してみる。結果
を検討し、どこまで解説に盛り込むか、決める。
入試形態別の適合性とフォローについても解説に記す？
・「登録」の定義の明確化(１年生からプログラム履修生
であることは絶対)

【教育環境及び学習支援環境の運用と開示】
プログラム又はプログラムが所属する高等教育機関
は、教育の実施及び履修生の学習支援のために必要な
施設、設備、体制を保有し、それを維持・運用・更新
するために必要な取り組みを行っていること。その取
り組みをプログラムに関わる教員、教育支援体制の構
成員、及び履修生に開示していること。

内容が重複する可能性が高かったため、一つにまとめ
て負荷を軽減する。

・開示の内容(幅と深さ)が教員と学生では異なってもよ
い。

(意見)
「学生」と「履修生」の使い分けが適切でない。
(対応)
「学生」を「履修生」に修正

【学習・教育到達目標の達成】
プログラムは、各科目の到達目標に対する達成度をシ
ラバス等に記載の評価方法と評価基準で評価し、か
つ、全修了生が修了時点ですべての学習・教育到達目
標を達成したことを点検・確認していること。この達
成度評価には、他のプログラム(他の学科や他の高等教
育機関)で履修生が修得した単位についての認定も含
む。

順を追って別々の基準としていたものを一つにまと
め、学習・教育到達目標の達成という主観点から評価
できるよう改める。

評価方法や評価水準については2.1で定めていることを求
めているので、ここでは確実な実施の観点を審査する。

(意見)
・修了時点ですべての学習・教育到達目標を達成すること
の要求がカリキュラム設計を保守的にしていないか？
・旧基準の「総合的に評価する方法」という文言が消えた
理由は？
(対応)
・履修生全員が達成することを求めているわけではない
(修了生全員が達成していることを求めている)、ことを解
説に盛り込む。
・左記を「解説」で強調する。（学習・教育到達目標の達
成度評価の方法は基準2.1で規定している。）
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改定のねらい 認定基準の解説・審査の手引き等に盛り込むべき事項 パブリックコメント対応

日本技術者教育認定機構 認定基準（2019年度適用）

現基準（2012年度～2018年度） 改定基準（2019年度～）

4 教育改善 4 教育改善
4.1 教育点検
4.1(1) 学習・教育到達目標の達成状況に関する評価結果等に

基づき、基準1～3に則してプログラムの教育活動を点
検する仕組みがあり、それが当該プログラムに関わる
教員に開示されていること。また、それに関する活動
が行われていること。

4.1(2) その仕組みは、社会の要求や学生の要望にも配慮する
仕組みを含み、また、仕組み自体の機能も点検できる
ように構成されていること。

4.1(3) その仕組みを構成する会議や委員会等の記録を当該プ
ログラムに関わる教員が閲覧できること。

4.2 継続的改善
教育点検の結果に基づき、プログラムの教育活動を継
続的に改善する仕組みがあり、それに関する活動が行
われていること。

4.2 【継続的改善】
プログラムは、教育点検の結果に基づいて教育活動を
継続的に改善する仕組みを持ち、それに関する活動を
行っていること。

分野別要件 プログラムに認定基準を適用する際に、当該認定分野
において必要とする補足事項は、個別基準において別
途定める。

分野別要件 プログラムに認定基準を適用する際に、当該認定分野
において勘案すべき事項は、個別基準において別途定
める。

付表1-1
エンジニア
リング系学
士課程
個別基準
2.1(1)

教育課程（カリキュラム）は、4年間にわたる学習・教
育で構成され、当該分野にふさわしい数学、自然科学
及び科学技術に関する内容が全体の60%以上であるこ
と。

なし (付表1-1撤廃) カリキュラムが4年間で構成されるのは申請資格に直結
するので、認定基準に含める必要はない(審査の対象
外)。また、エンジニアリング系学士課程として、ある
いは、当該分野としてふさわしい教育課程かどうか
は、認定基準2.1で審査可能。

・エンジニアリング系学士課程として、あるいは、当該分
野としてふさわしい教育課程かどうかは、認定基準2.1で
審査する。但し、分野別要件(個別基準勘案事項)のこれ以
上の詳細化は求めず、日本学術会議参照基準等、当該分野
にとって参考になる(複数の)指標を活用する。

付表2-1
エンジニア
リング系修
士課程
個別基準
2.1(1)

教育課程（カリキュラム）は、2年間にわたる学習・教
育で構成されていること。

なし (付表2-1撤廃) カリキュラムが2年間で構成されるのは申請資格に直結
するので、認定基準に含める必要はない(審査の対象
外)

付表3-1
情報専門系
学士課程
個別基準
2.1(1)

情報専門系学士課程プログラムにおいては、教育課程
（カリキュラム）は、4年間にわたる学習・教育で構成
され、当該分野にふさわしい数学・科学・技術に関す
る内容が全体の60%以上であること。

なし (付表3-1撤廃) カリキュラムが4年間で構成されるのは申請資格に直結
するので、認定基準に含める必要はない(審査の対象
外)。また、情報専門系学士課程として、あるいは、当
該分野としてふさわしい教育課程かどうかは、認定基
準2.1で審査可能。

・情報専門系学士課程として、あるいは、当該分野として
ふさわしい教育課程かどうかは、認定基準2.1で審査す
る。但し、分野別要件(個別基準勘案事項)のこれ以上の詳
細化は求めず、日本学術会議参照基準等、当該分野にとっ
て参考になる(複数の)指標を活用する。

付表4-1
建築系学士
修士課程
個別基準
2.1(1)

建築系学士課程プログラムにおいては、エンジニアリ
ング系学士課程プログラムの付表1-1のとおりとする。
建築系修士課程プログラムにおいては、教育課程（カ
リキュラム）は、2年間にわたる学習・教育で構成さ
れ、修士設計・修士論文又はそれに相当する課題研究
を含むこと。

付表4-1
建築系学士
修士課程
個別基準
2.1(1)

建築系修士課程プログラムにおいては、教育課程（カ
リキュラム）は、修士設計・修士論文又はそれに相当
する課題研究を含むこと。

カリキュラムが学士課程4年間、修士課程2年間で構成
されるのは申請資格に直結するので、認定基準に含め
る必要はない(審査の対象外)。

4.1 【内部質保証システムの構成・実施と開示】
プログラム又はプログラムが所属する高等教育機関
は、基準1～3に則してプログラムの教育活動を点検す
る内部質保証を組織的に実施し、かつ、その実施内容
をプログラムに関わる教員に開示していること。この
内部質保証の仕組みには、社会の要求や学生の要望に
配慮し、かつ、仕組み自体の機能を点検できる機能を
含むこと。

内部質保証システムは機関認証評価でも求められるよ
うになっていることから、プログラムを適切に点検可
能であればプログラム独自のものでなくて構わないこ
とを明示するよう改める。

・「組織的」の定義：プログラム又は教育機関が責任を
持って行うもの。機関認証における自己点検や第三者評価
が当該プログラムを対象に基準1～3の観点でなされている
のであれば、それを用いて構わない。但し、機関認証で求
める「第三者評価」にJABEEを用いている場合には、堂々
巡りにならないことが必須となる。

(意見)
「内部質保証」は認証評価ではPDCA全体を指す意味で使用
しているので、「教育点検」の項目のみに記載することに
戸惑いがある。
(対応)
「内部質保証」の意味するところを「解説」に記す。
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プログラム名に関する注意 

 

2016年12月12日 

一般社団法人日本技術者教育認定機構 

 

プログラム名は、専門分野や設定した学習・教育到達目標を適切に表し、社会的にも理

解されやすいものであることが望まれます。以下に、プログラム名のつけ方についての具

体的な留意点を列挙しますので参考にしてください。下記の説明に該当しないケースな

ど、プログラム名のつけ方に疑問点がありましたらJABEEまでお問い合わせ願います。 
 
１．新規審査の申請を予定している場合 
（１）学科全体で１つのプログラムを構成する場合 

a) 学科自体をプログラムとして認定しますので、原則として学科名をプログラム名と

して下さい。 
例）△△学科 

 
（２）学科の一部又は複数の学科でプログラムを構成する場合 

a) 認定プログラムの公表の際に、教育機関名（学校名、学部名、学科名）を、プログ

ラム名とは別に掲載しますので、プログラム名の前に教育機関名（下線の例など）

をつける必要はありません。 
不適切な例） 

△△学科○○工学コース 

△△学科○○プログラム 

XYZ ○○学コース（XYZ は、機関名のイニシャルなど） 
b) 自明の字句(下線の例など)を修飾語として用いるのは避けて下さい。 

特に、工学部系学科では、技術者教育であることが自明ですから、“技術者”云々と

いう修飾語を用いないでください。 
不適切な例） 

○○学技術者教育プログラム 

○○技術者コース 

○○修習技術者コース など 

c) 社会的に見て分かりにくい表現(下線の例など)は避けて下さい。 
不適切な例） 

特別コース 

XY コース（XY はアルファベットなどの記号） 
d) ○○コース、○○プログラムのような名称の場合、これらのどちらも用いることが

可能なら、○○コースとして下さい。 
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e) プログラムが認定された後に、「その修了が技術士第一次試験の合格と同等である

課程」として文部科学省より公表されることを考慮して、あまり冗長でなく簡明な

名称になるようにして下さい。 
 
２．認定有効期間中にプログラムの形態が変更された場合 
（１）１．項に記載したプログラムに、形態の変更や改組があった場合、通常、プログラ

ム名の変更が必要になりますので、毎年の年次報告により報告してください。 
 

（２）学科内の一部で構成されている認定プログラム（例えばAA学科BBコース）が学科

全体から成る１つのプログラムに組織変更され、かつ学科名が変わらない場合、変

更後の認定プログラム名は１（１）a)項の原則に従った「AA学科」ではなく、原則

として「AA学科日本技術者教育認定機構認定プログラム」となります。また、特に

希望する場合は、組織変更前のプログラム名（例えばAA学科BBコース）をそのま

ま使用することもできます。 
これは、組織変更前のBBコース以外の在籍者（修学延長者を含む）がAA学科を卒

業した時に、認定プログラム（組織変更後のAA学科）の修了者と区別できるように

するための処置です。組織変更前のBBコース以外の在籍者がいなくなった時点で

JABEEに依頼して、プログラム名を学科名と一致させることができます。 
 

下表に、プログラム名の不適切な例及び推奨例を示しますので参考にしてください。 

 不適切な例 推奨例 

学科全体を１つのプログラ

ムとした場合は、学科名を

プログラム名とする 

○○大学機械工学プログラム 機械知能システム工学科 

○○大学建設工学教育プログ

ラム 

建設工学科 

複数の学科をまとめて１つ

のプログラムとし、かつ教育

機関名に学科名が含まれな

い場合、全学科名を含むプロ

グラム名とする 

（教育機関名：○○学部） 

機械系教育プログラム 

（教育機関名：○○学部） 

機械系(機械工学科、機械 

システム工学科) 

（教育機関名：○○学部） 

マテリアル・開発系 

三学科教育プログラム 

（教育機関名：○○学部） 

マテリアル・開発系 

(金属工学科、材料物性工学

科、材料加工学科) 

教育機関名や英語名／略称

は含めない 

○○大学工学部△△学科 

応用化学コース 

応用化学コース 

応用化学コース(ACC-M＆EE) 応用化学コース 

“技術者教育”“技術者”

等は含めない 

応用化学技術者教育プログラ

ム 

応用化学プログラム 

応用化学技術者プログラム  応用化学プログラム 

“カリキュラム”はプログ

ラムを意味しないので使用

しない 

○○○○カリキュラム ○○○○プログラム 
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2022 年 6 月 22 日  
一般社団法人 日本技術者教育認定機構 

 

 

JABEE 認定プログラム Program Title の付け方について 

 

JABEE の認定プログラムに関する情報は、JABEE の下記の和文 Web サイトと文部科学省

の Web サイトで公表するほか、JABEE の同様の英文 Web サイトでも公表しています。 

（和文）https://jabee.org/accreditation/program/ 

（英文）https://jabee.org/en/accreditation/program/ 

英文 Web サイトでの公表は、JABEEが現在加盟しているワシントン協定、ソウル協定、キ

ャンベラ協定等の海外の加盟団体や認定教育機関等に、JABEE が認定した教育プログラム

に関する情報を公表するためです。これらの協定は、各加盟団体が認定した教育プログラ

ムの修了生は実質的に同等の技術者教育プログラムを修了したことを相互に承認してい

ます。このため、各加盟団体は認定したプログラム運営組織（学部、学科等）の名称と

Program Title を公開する義務があります。 

プログラム運営組織の名称は、当該組織を容易に特定できるように、所属教育機関が公

式に用いている英文名称としています。一方、Program Title は海外の認定機関や教育機

関の関係者が見て、どのカテゴリーの専門高等教育なのかをすぐに理解できることを目的

としています。しかし、日本語のプログラム名称をそのまま英語に置き換えても、この目

的のために必ずしも適切な名称にはならない場合もあります。そこで、JABEE は推奨例を

用意して、各プログラム運営組織に選択していただく方式を採用しています。この方式で

は、JABEE の各認定分野が推奨 Program Title 候補を策定しています。それらの候補に基

づき、JABEEとしての推奨 Program Title を表の「分野別推奨 Program Title 一覧」に示

しています。 

表に示す通り、推奨 Program Title は簡明なものですが、組織名称は上記の通り各教育

機関の正式英文名称を表記していますので、海外で修了プログラムを確認・特定する上で

問題は起こりません。ただし、同じ学部の中に類似の専門性の学科が複数存在するような

場合には、個別にご相談に応じて各教育プログラムを識別するための文言の追加等を実施

します。 

なお、異なる分野で類似した推奨 Program Title が示されているケースがありますが、

これは認定プログラムの専門カテゴリーが海外で端的に理解できるようにとの観点から、

JABEE の認定分野にはこだわらずプログラムの内容を重視したためです。 

以上をご理解の上、分野別推奨 Program Title のリストから、プログラム運営組織が最

も適切と考える Program Title を選択して頂くようお願いいたします。 
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2012 2018 2019  

 
Field for Chemical and Chemistry-Related Engineering 

 Chemical Engineering 
 Engineering in Applied Chemistry 
 Applied Chemistry for Engineering 
 Chemistry and Chemical Engineering 
 Chemical and Molecular Engineering 
 Chemical and Biochemical Engineering 
 Chemical and Biomolecular Engineering 
 Chemical and Materials Engineering 

 
Field for Mechanical Engineering 

 Mechanical Engineering 
 Mechanical System(s) Engineering 
 Mechatronic Engineering 
 Mechanical and Aerospace Engineering  
 Mechanical and Ocean Engineering 
 Instrumentation and Control Engineering 
 Mechanical Engineering for Energy and Design 

2012 2018  
2019  

Field for Materials and Metallurgical Engineering 
 Materials and Metallurgical Engineering 
 Metallurgy 
 Metallurgical Engineering 
 Materials Science and Engineering 
 Materials Engineering 
 Materials Process Engineering 

 
Field for Resources and Geological Engineering 

 Geological Engineering 
 Geological Science and Engineering 
 Earth System Science and Engineering 
 Earth and Environmental Engineering 
 Resources Engineering 
 Geological and Mineral Engineering 
 Geographical Engineering 
 Earth Science and Resources Engineering 
 Geoscience and Resources Engineering 
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2012 2018 2019  

 
Field for Communication, Computer, Software and similarly named Engineering 

 Information and Communications Engineering 
 Electrical Communications Engineering 
 Telecommunication(s) Engineering 
 Information Engineering 
 Computer Engineering 
 Computer Science and Engineering 
 Computer Systems Engineering 
 Computer Network Engineering 
 Software Engineering 
 System and Information Engineering 

 
Field for Electrical, Electronic and similarly named Engineering 

 Electrical Engineering 
 Electrical and Electronic Engineering 
 Electronic Engineering 
 Electrical, Electronics and Computer Systems Engineering 
 Electrical, Electronics and Information Systems Engineering 
 Electrical, Electronics and Control Engineering 
 Electrical, Electronics and Systems Engineering 
 Electrical, Electronic and Mechanical Engineering 
 Electrochemical Engineering 
 Bioelectronics Engineering 

 
Field for Civil Engineering 

 Civil Engineering 
 Civil Engineering Management 
 Construction Engineering 
 Civil and Construction Engineering 
 Civil and Environmental Engineering 
 Civil and Infrastructure Engineering 

 
Field for Agricultural Engineering 

 Agricultural Engineering 
 Agricultural and Environmental Engineering 
 Agricultural Civil Engineering 
 Agricultural and Biological Engineering 
 Agricultural and Bioresources Engineering 
 Biological and Food Process Engineering 
 Rural Engineering 
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2012 2018 2019  

 
 

Field for Multi- and/or Trans-disciplinary Engineering and New-disciplinary Engineering 
 Multidisciplinary Engineering 
 Interdisciplinary Engineering 
 Systems Engineering 
 Production System Engineering 
 Industrial Systems Engineering 
 Engineering Physics 
 Biological and Chemical Engineering 
 Environmental Engineering 
 Material Engineering 
 Photonic Engineering 
 Biological Engineering 

 
Field for Architecture and Building Engineering 

 Architecture and Building Engineering  

 
Field for Physics- and Applied Physics-related Engineering 

 Engineering in Applied Physics 
 Applied Physics for Engineering 
 Physical Science and Engineering 
 Applied Physics 
 Engineering Physics and Applied Physics 
 Engineering Physics 

 
Field for Industrial Engineering and Management 

 Industrial Engineering  
 Industrial Systems Engineering 
 Industrial Engineering and Management 
 Engineering and Management  
 Management Information Systems  
 Information Systems Engineering  
 Management Systems Engineering 
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2012 2018 2019  

 
Field for Agricultural Science and Engineering 

 Agricultural and Biological Engineering 
 Bioscience Engineering 
 Bioresource Engineering 
 Fisheries Science and Engineering 
 Marine Bioscience and Engineering 
 Agricultural and Environmental Engineering 
 Food Science and Engineering 
 Life Science and Engineering 
 Landscape Architecture Engineering 

 
Field for Forest Engineering 

 Forest Engineering  
 Forest Science and Engineering 
 Biomaterial Science and Engineering 
 Wood Science and Engineering 
 Landscape Architecture and Environmental Engineering 

 
Field for Environmental Engineering 

 Environmental Engineering 
 Environmental Science and Engineering 
 Environmental Systems Engineering 
 Environmental and Civil Engineering 

 
Field for Biochemical, Biological and Biophysical Engineering 

 Biological Science and Engineering 
 Biological Engineering 
 Biochemical Engineering 
 Biophysical Engineering 
 Biomedical Engineering 
 Biomolecular Engineering 
 Bioresource Engineering 
 Biosystems Engineering 
 Biological and Food Process Engineering 
 Chemical and Biological Engineering 
 Engineering in Bioinformatics 
 Microbial Engineering 
 Applied Microbial Engineering 
 Applied Bioengineering 
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2012 2018 2019  
CS  

Field for Computer Science 

 Computer Science 
 Computer Science and Engineering 

IS  
Field for Information Systems 

 Information Systems 

IT 2012 2018  
Field for Information Technology 
IT CSec 2019  
Field for Information Technology/Cyber Security 

 Information Technology 
 Cyber Security 

 
Field for Computing General 

Program Title  

2012 2018 2019  

 
Field for Architectural Design and Planning 

 Architectural Education 
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